
令和６年度第１回北本市文化財保存活用地域計画策定協議会 

 
と き  令和６年９月２日（月） 

午後２時００分から 

                   ところ  文化センター第 5 会議室 

 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 委員の委嘱について 

 

４ 会長・副会長の選任について 

 

５ 報  告 

(１) 文化財保存活用地域計画について      ・・・     資料１ 

 

(２) 北本市の文化財について          ・・・     資料２ 

  

６ 議  題 

（１）北本市が目指す「理想像」について     ・・・     資料３ 

 

７ そ の 他 

 

８ 閉  会 



文化財（文化資源）を「保存」・「活用」するとは
何でしょうか？

これまで地域の人々に
よって、大切に守り、
伝えられてきた文化財
等を、遠い未来までつ
なげていくこと

保存
「物や人の機能・能力を
十分生かして(効果的
に)用いること」

⇒文化財等の魅力を、よ
り多くの人に、より深
く伝えていくこと

活用

両

輪

保護
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資料１



★�⽂化財保存活⽤地域計画とは？
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★�⽂化財保存活⽤地域計画 策定の流れ
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★�⽂化財保存活⽤地域計画 策定の流れ
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★�認定の基準

★�計画を策定した⾃治体が感じた、策定のメリット
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北本市文化財保存活用地域計画の骨子について 

 

 

 

 「北本市総合振興計画」および「北本市教育振興基本計画」などを踏まえ、文化財の保

存・活用を図りながら、持続可能なまちづくりや、観光、産業の振興を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年度（202６年度）～令和 17 年度（2035 年度）の 10 か年度 

 

 

 

序章 

 ⒈ 計画策定の背景と目的 

 ⒉ 計画期間 

 ⒊ 地域計画の位置づけ 

 ⒋ 本計画における文化財の定義 

第１章 北本市の概要 

 ⒈ 自然的・地理的環境 

 ⒉ 社会的状況 

 ⒊ 歴史的背景 

 

本市における「地域計画」の位置付け 

計画期間 

第５次北本市総合振興計画（平成 28 年度～令和７年度） 

第３期北本市教育振興基本計画（令和 5～9 年度）

緑にかこまれた健康な文化都市 

～市民一人ひとりが輝くまち 北本～ 将来都市像 

文化分野の視点 文化財の活用・保護 

 
施策の目指す姿 貴重な文化財・郷土芸能の調査・研究・保存の推進 

文化財を活用した地域の歴史や自然、文化を学べる環境整備 

 ★文化財以外の分野 

子育て/健康/福祉/地域/環境 

都市計画/安心・安全/産業 

 他の分野の計画等 

地域計画の構成案（文化庁による作成指針構成例を参考に作成） 

・北本市都市計画マスタープラン 

・北本市国土強靭化地域計画 

・北本市地域防災計画 

・第二次北本市環境基本計画 

 

（文化財に関する記述がある計画） 
北本市文化財保存活用地域計画 

埼玉県文化財保存活用大綱 
整合 

・北本市教育施策大綱 

基本理念 市民との協働による持続可能なまちづくり 
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第２章 北本市の文化財の概要 

 ⒈ 指定文化財の概要 

 ⒉ 未指定文化財の概要 

第３章 北本市の歴史文化の特性 

第４章 文化財に関する既存の調査 

 ⒈ 既存の文化財の把握調査の概要 

 ⒉ 文化財の把握調査の方針・課題 

第５章 文化財の保存・活用に関する目標・将来像 

 ⒈ 文化財の将来像 

 ⒉ 基本目標と方向性 

第６章 文化財の保存・活用に関する課題・方針 

 ⒈ 文化財の保存・活用に関する課題 

 ⒉ 文化財の保存・活用に関する方針 

第７章 文化財の保存・活用に関する措置 

 ⒈ 文化財の保存・活用に関する措置 

第８章 関連文化財群の総合的な保存・活用 

 ⒈ 関連文化財群に関する事項 

 ⒉ 関連文化財群の保存・活用に関する課題・方針 

 ⒊ 関連文化財群の保存・活用に関する措置 

第９章 文化財の保存活用区域 

 ⒈ 文化財保存活用区域に関する事項 

 ⒉ 文化財保存活用区域の保存・活用に関する課題・方針 

 ⒊ 文化財保存活用区域の保存・活用に関する措置 

第 10 章 文化財の保存・活用の推進体制 

 ⒈ 計画の推進体制 

 ⒉ 事務処理特例の適用を希望する事務 

 

 

【巻末資料】 

 １ 指定等文化財リスト 

 ２ 未指定文化財リスト 

 ３ 既存調査一覧 

 ４ アンケート結果 

 ５ 調査の進捗状況 

 ６ 計画作成の経過 

 ７ 計画策定委員構成 
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12 30 1955
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いま、北本市
きたもとし

の「いいところ」をさがしているトマ! 

みんながすんでいる地域
ち い き

で、あなたが 

 

 

 

 

 

を調
しら

べて、おしえてほしいトマ! 

みんなが書いてくれたシートは、北本市
きたもとし

の未
み

来
らい

に、とても役
やく

に立
た

つトマ ! 

 
 

・裏
うら

のアンケート用紙
よ う し

に、名前
な ま え

・学
がっ

校名
こうめい

・学年
がくねん

を書
か

いてね。 

・あなたが良
よ

いと思
おも

うことなどを絵
え

と文章
ぶんしょう

でおしえてね。 

・完成
かんせい

したら担任
たんにん

の先生
せんせい

に９月６日(金)までにわたしてね。 

・教
おし

えてくれたシートは、展示
て ん じ

したり、市
し

の計画
けいかく

に役立
や く だ

てるよ。 

 

 

 

・すきなもの、すきなこと 

・未来
み ら い

に残
のこ

したいもの、残
のこ

したいこと 

・じまんできるもの、できること 

・大切
たいせつ

だと思
おも

うもの、思
おも

うこと 

地域
ち い き

のいいところを 

おしえてほしいトマ!! 

アンケートのかきかた 

連絡先 

・北本市教育委員会文化財保護課 〒364-8633 北本市本町 1-111 

℡:048-594-5566  Fax:048-593-5985  E-mail:a04700@city.kitamoto.lg.jp 

 

 

北本
きたもと

の自然
し ぜ ん

・歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

・景色
け し き

・宝 物
たからもの

しらべ 

北本市文化財保存活用地域計画作成事業 

とまちゃん 
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      北本の自然
し ぜ ん

・歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

・景色
け し き

・宝 物
たからもの

しらべ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

    

      

 

名前
な ま え

 学校名
がっこうめい

 学年
がくねん

 

住
す

んでいる地域
ち い き

のいいところ 

 

 
 

おしえてくれてくれてありがとう! 

おしえてくれた地域
ち い き

のいいところを、未来
み ら い

に伝
つた

えていくためには、みんなが

北本
きたもと

を好
す

きでいてくれることがだいじトマ! 

これからも、その気持
き も

ちを忘
わす

れないでほしいトマ!! 

とまちゃん 

・おしえてほしいのは、自然
し ぜ ん

や歴史
れ き し

、景色
け し き

、食
た

べも
の、お祭

まつ
りなど、どんなものでもいいです。 

・なぜ、いいと思
おも

うのか、その理由
り ゆ う

もおしえてね! 

地域
ち い き

のいいところをおしえてほしいトマ!! 
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【他自治体の例】
「歴史が人を結ぶまち 川越」 （川越市）

（総合計画「人がつながり、魅力があふれ、だれもが住み続けたいまち 川越」を前提に設定）
方向性：① 歴史遺産を知り、掘り起こす ② 歴史遺産を守り伝える

③ 歴史遺産の価値を広める ④ 歴史遺産とともに歩む

「東松山の過去を伝え、現在を生き、未来を生み出す文化財 力を合わせて守り伝えよう」（東松山市）
基本理念：みんなで知り、活かし、伝え、守りぬく 東松山の文化財

「飯能地域遺産を発見し、守り、活用する
地域みんなが愛着と誇りを感じられる、魅力にあふれ活力あるまち」 （飯能市）

スローガン：飯能地域遺産をみつけよう まもろう そだてよう

北本市の文化財（文化資源）の保存と活用に関して、
思い描く将来像とは何でしょうか？

・これまで北本市域で大切に守り、伝えられてきた文化財等を、遠い未来までつなげていくために
は、どのような姿（在り方・体制）になっていたらよいでしょうか？

・北本市域の文化財等の魅力をより多くの人に、より深く伝えていくためには、どのような姿に
なっていたらよいでしょうか？

資料３



文化財保護課で考えた例

• 地域の住⺠が主体となって、市内のかけがえのない歴史文化や自然の保存活用について積
極的に提案、実践し、それを行政や企業が支援するという持続可能な仕組みが構築されて
いる。

• 活動に関わった住⺠の輪が広がり、地域の魅力をさまざまなチャンネルを通じて発信し続
けている。

• すべての活動は「子供」の参加に配慮されており、子供の視点を大切にすることで、将来
の担い手につなげられている。

• 「魅力ある地域には必ず積極的な地域住⺠の熱のある活動」があることを前提に、行政は
その基盤づくりを支援をすることで、地域の主体者との連携を図れる体制が整っている。

• ⺠間活力やノウハウを最大限に活かし、幅広い文化財の活用について市⺠、団体、企業、
行政との望ましい連携が図られている。

• デーノタメ遺跡を核としてまちづくりの指針、モデルとすることで「縄文文化都市きたも
と」を実現し、持続可能でSDGsのまちとなっている。

• こうしたまちづくりに共感する人々の交流人口が増え、ひいては移住、定住者が増加して
いる。


